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住
民
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

　
　
　
　
　
　
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

7
月
1
0
日
困

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

塩
野
冬
季
分
校
塩
　
野

午
後
1
時

～
午
後
2
時

願
入
冬
季
分
校
願
　
入

7
月
n
目
囲

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

池
　
谷
　
分
　
校

池
谷
、
入
山

7
月
14
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時

八
箇
小
学
校
笹
之
沢
、
落
之
水
、
池
之
平

孕
石
、
長
里
、
控
木

午
後
1
時

～
午
後
3
時

大
黒
沢
集
会
場

大
黒
沢
囹
、
小
黒
沢

7
月
1
5
目
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時
30
分

江
道
集
落
セ
ン
タ
；

江
道
、
猿
倉

午
前
1
0
時
4
5
分

～
午
前
n
時
1
5
分

津
池
冬
季
分
校

津
　
池

午
後
1
時

～
午
後
1
時
30
分

赤
倉
集
会
場
赤
　
倉

午
後
2
時

～
午
後
2
時
3
0
分

大
池
小
学
校
大
池
、
菅
沼

7
月
1
6
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
30
分

六
箇
出
張
所
難
堀
夢
麻
畑
、

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
2
時

塩
之
又
分
校
塩
之
又

午
後
2
時
3
0
分

～
午
後
3
時

船
坂
公
民
館
船
　
坂

7
月
1
7
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

新
座
保
育
所
新
座
倒
、
本
町
七
の
一
、
二

7
月
1
8
日
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
　
大
井
田
分
館

三
和
町
、
四
日
町
新
田
園

四
日
町
二
、
三

7
月
2
1
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

　
　
大
井
田
分
館

四
日
町
一
、
四
、
尾
崎

五
軒
新
田
、
南
新
田
町

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
該
当
目
が
都
合
の
悪
い
か
た
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
、

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を
実
施

　
県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
各
種
生
活
相
談
を
つ
ぎ

の
内
容
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
期
日
…
…
八
月
七
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

■
会
場
…
十
日
町
市
身
体
障
害
者

　
　
　
　
　
　
福
祉
会
館
（
山
本
町

　
　
　
　
　
　
一
丁
目
）

■
相
談
内
容
－
…
ω
医
療
相
談
…
整

　
形
外
科
　
図
先
天
性
疾
患
、
外
傷

　
疾
病
等
に
よ
り
、
手
足
、
骨
、
関

　
節
等
の
悪
い
肢
体
不
自
由
者
で
身

　
障
者
手
帳
の
交
付
の
な
い
人
。

⑥
更
生
医
療
該
否
判
定
　
ゆ
補
装

　
具
の
処
方
、
判
定
　
㈲
等
級
変
更

　
の
判
定
　
⑥
施
設
入
所
相
談
な
ど

層
対
象
者
…
…
神
経
痛
等
の
疾
病
で

　
専
門
医
の
加
療
を
受
け
て
い
る
人

　
及
び
一
時
的
疾
病
者
を
除
い
た
身

　
体
に
障
害
を
も
つ
人
。

層
申
込
先
…
…
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
一

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
カ
月

児
　
検
　
診

7
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55

年
3
月

生
れ
の
人

域全

）
　
　
　
O

紙
い

。
用
さ

す
ト
下

ま
一
で

り
ケ
い

送
ン
お

謙
晶

知
　
　
か

通
　
　
の

診
　
月

検
　
当

み
　
該

の
　
　
も

診
　
と

検
　
く

児
　
な

月
　
　
が

力
　
知

6
　
通

歳
　
人

1
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
1
8
日

　
（
金
V

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

54

年
1
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

7
月
3
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

腰
年
ホ
去
52

年
1
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

7
月
8
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

吉
田
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

吉
田
地
区

7
月
9
日

　
（
水
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

7
月
9
日

　
（
水
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

7
月
10
日

　
（
木
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

7
月
2
4
日

　
（
木
）

十
目
町
公
民
館

54

年
n
月

～
5
5
年
1

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

　
四
）

■
申
込
期
限
…
七
月
十
五
日

停
電
の
お
知
ら
せ

むし歯のないよい子

　5月の3歳児検診は35人が
受検し、むし歯のないよい子
はっぎの皆さんでした。

鶴
住所
伊達

　6月14日（土）に川治地区公民

館で「むし歯予防講演会」が
ヤ

開催され、約100人の皆さんが、

映画と講演（むし歯予防の知

識と方法）を熱心に受講され

ていました。

　
▼
七
月
十
日
因
　
午
後
一
時
三
十

分
～
四
時
三
十
分
ま
で
　
錦
町
一
・

二
丁
目
の
各
一
部
、
美
雪
町
丁
二
・

三
丁
目
の
各
一
部
、
北
新
田
の
一
部

▼
七
月
十
一
日
働
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
猿
倉
の
｝
部
、
津
池
、

菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
、
午
後
二
時
～

五
時
ま
で
　
諏
訪
町
、
水
野
町
、
川

原
町
の
各
一
部
、
学
校
町
一
丁
目
、

二
丁
目
。

㎝
　
7
月
の
休
日
救
急
医

…
6
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

…
　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

一
1
3
目
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
3
）

…
　
　
　
　
B
8
の
2
0
3
9
番

…
2
0
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

…
　
　
　
　
B
2
の
3
2
7
6
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

…
2
7
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

…
　
　
　
　
溶
2
の
2
5
8
1
番

ρ
　
．
，

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・

’・

　
　
融韻

　
　
赫

7／25
　　口57号口
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八
月
十
一
・
十
二
日

～

八
月
期
の
年
金
を
受
給
後
に
～

　
八
月
十
一
日
㈲
か
ら
福
祉
年
金
の

支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
指
定
郵
便

局
で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く

だ
さ
い
．
な
お
福
祉
年
金
受
取
り
後

は
、
所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
福
祉
年
金
証
書
を
下
表
で
指
定

さ
れ
た
場
所
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

お
い
で
い
た
だ
く
か
た
　
本
人
ま
た

は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

持
参
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
盾
月

　
　
～
八
月
一
日
～

午
後
三
時
～
七
時

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金
証
書
と

6　●し
c亀　

‘■』

ζ》

福
祉
年
金
証
書
に
押
印
し
た
印
鑑
。

　
当
目
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
。
当
目
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
、

早
め
に
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け

福
祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
生
活

課
年
金
係
（
奮
七
ー
三
一
一
一
番
内

線
一
二
九
）
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し

な
い
と
、
次
期
（
十
一
月
、
四
月
支

払
い
分
）
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皇
蓄
俘

　
　
　
　
水
沢
地
区
公
民
館

　
　
　
今
回
の
市
民
と
語
る
日
の
会
場
は

　
　
水
沢
地
区
公
民
館
で
す
。
市
役
所
ま

　
　
で
は
遠
い
し
、
チ
ョ
ッ
と
堅
固
し
く

　
　
て
と
い
う
方
も
気
軽
に
お
い
で
く
だ

　
　
さ
い
。
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教

　
　
育
長
、
関
係
部
長
が
ジ
ッ
ク
リ
と
お

　
　
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
勿
論
、
水
沢

　
　
地
区
以
外
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。

期
　
　
　
日

年
金
支
払
い
場
所

年
金
証
書
提
出
場
所

8
月
n
日
㈲

午
前
9
時
～
午
後
4
時

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
郵
便
局

（
市
民
生
活
課
年
金
係
員
）

8
月
1
2
日
図

午
前
9
時
～
午
後
3
時

十
日
町
本
町

　
　
簡
易
郵
便
局

市
役
所
市
民
生
活
課

　
　
　
年
金
係
窓
口

十
日
町
高
田
郵
便
局

土
市
郵
便
局

土
市
郵
便
局

市
民
生
活
課

年
金
係
員

8
月
n
日
側

午
前
9
時
～
午
後
4
時

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
・

十
日
町
川
治

　
　
　
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治

　
　
簡
易
郵
便
局

下
条
郵
便
局

下
条
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
　
簡
易
郵
便
局

新
水
農
協
主
任

六
箇
郵
便
局

六
箇
郵
便
局

六
箇
地
区

公
民
館
俵
山
に

※例年午前中は混み合いますが午後からは比較的すいてい
　ます。

※福祉年金請求書は必要事項を記入の上お持ちください。

　
原
子
爆
弾
が
、
広
島
市
と
長
崎
市

に
投
下
さ
れ
て
か
ら
三
十
五
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

（
松
井
愛
美
会
長
）
で
は
、
八
月
六

目
午
前
八
時
か
ら
、
市
民
会
館
で
、

原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
民
大
会
を
行

い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

　　　献血車日程一一
と　き　8月4日（月）午前10時～午後3時

ところ　十日町市役所

と　き　8月5日図午前10時～午後3時

ところ　下条公民館

と　き　8月8日團午前10時～午後3時

ところ　中条病院

一明日といわず今献血しましょう一
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幽

　
　
幽
畿

馬場小におりたこしかぜ号

　
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日

ま
で
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交

通
安
全
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
一
人
一

人
の
自
覚
に
よ
っ
て
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
広
く
地
域
、

職
場
で
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
．
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
は
、
　
「
歩
行

者
及
び
自
転
車
事
故
防
止
、
特
に
夏

休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故
防
止
」

　
「
原
付
、
二
輪
車
に
よ
る
交
通
事
故

防
止
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
と

安
全
マ
ー
ク
の
ち
ょ
う
付
」
　
「
飲
酒

ダ
ム
放
流
警
報
装
置

　
吹
鳴
試
験
の
お
知
ら
せ

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
本
格

的
な
夏
を
迎
え
、
ダ
ム
放
流
に
よ
る

水
難
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め

ダ
ム
放
流
警
報
装
置
（
ス
ピ
ー
カ
ー
、

サ
イ
レ
ン
）
の
吹
鳴
試
験
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

試
験
日
時
・
場
所
　
七
月
二
十
九
口

午
前
十
時
（
宮
中
）
、
十
時
半
（
安

養
寺
）
、
十
時
五
十
分
（
姿
）
、
十

一
時
十
五
分
（
十
目
町
浄
水
）
、
十

一
時
四
十
分
（
浅
川
原
）
、
午
後
一

イ

飯用食器を寄贈
　米の消費拡大運動の一環として、県

農協米穀対策本部では3年前から米飯

給食用の器材を贈っています。今年は

十日町小学校に飯用食器1，200個（96万

円相当）を寄贈し、市農協樋口組合長

から細川校長に手渡されました。米飯

給食の普及で、米び）消費拡大が期待さ

れます。

暴
走
、
無
免
許
運
転
な
ど
無
謀
運
転

の
防
止
」
の
三
点
で
す
。

　
こ
0
運
動
に
先
だ
ち
、
県
警
本
部

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
i
「
こ
し
か
ぜ
号
」
，

が
十
七
日
、
中
条
小
、
東
小
、
馬
場

小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
馬
場
小
学

校
（
柳
一
郎
校
長
）
で
は
、
全
校
生

徒
百
十
六
人
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
た
め
に
「
ぼ
く
は
、
で
っ
か
い
ト

ラ
ッ
ク
に
ひ
か
れ
な
い
よ
う
、
右
左

を
み
て
わ
た
る
…
…
い
い
づ
か
ひ
ろ

あ
き
」
　
「
右
左
を
み
て
く
る
ま
が
．
一

な
か
っ
た
ら
手
を
あ
げ
て
わ
た
り
ま

す
：
・
…
か
な
い
研
ろ
み
」
と
い
っ
た

寄
せ
書
き
を
し
て
、
交
通
安
全
の
決

意
を
表
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　北越北線工事に伴い
　　　本町6～四日町間で交通規制
　北越北線国道四目町けた架設工事グ）ため、国道117

号線本町6～四日町間で交通規制が行われます。

◎7月24日～26日　9：00～16：00
　片側交通規制（小千谷方面か‘）十日町方面へ一

方通行）

◎7月27口～8月6日　23二〇〇～6：00

　夜間全面交通止

時
三
十
分
（
第
二
揚
水
所
）
、
十
二

時
五
分
（
小
根
岸
）
、
二
時
三
十
分

（
下
条
）

放
送
内
容
　
　
「
只
今
か
ら
サ
イ
レ
ン

の
試
験
を
行
い
ま
す
…
－
発
電
所
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水

を
流
し
ま
す
。
あ
ぶ
な
い
で
す
か
ら

す
ぐ
川
か
ら
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
。

全
国
身
体
障
害
者
技
能
競
技

　
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

　
参
加
者
募
集

期
日
　
十
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

会
場
　
雇
用
促
進
事
業
団
中
央
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
六
方
町
）

参
加
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
県
知
事
の
推
せ
ん
を
受
け
た
人

参
加
経
費
　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
月
二
十
日

ま
で
に
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
援
護

係
（
密
七
ー
三
二
一
番
内
線
二
一

四
）
へ
。

学
卒
求
人
の

　
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　
来
春
三
月
の
学
卒
者
を
対
象
と
す

る
求
人
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
が

多
数
い
ま
す
が
、
求
人
申
込
み
が
遅

い
た
め
他
地
域
へ
就
職
す
る
人
も
少

な
く
・
あ
り
ま
せ
ん
。

　
採
用
計
画
の
あ
る
事
業
所
は
、
早

め
に
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
へ
求

人
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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撫
灘
灘
灘
灘
難
灘
、

　
農
地
（
田
、
畑
）
を
、
農
地
以
外

（
宅
地
、
事
業
用
敷
地
、
山
林
等
）

に
転
用
す
る
場
合
に
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
な
い

で
転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
違
反

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を
得

て
か
ら
転
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

つ
ぎ
の
点
に
も
ご
助
田
音
心
く
だ
さ
い
。

①
最
近
、
手
不
足
等
で
か
な
り
多
く

の
農
地
が
荒
廃
し
て
お
り
ま
す
が
、

雑
木
や
茅
が
生
え
て
い
て
も
原
野

（
荒
地
）
と
し
て
地
目
変
更
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
．
た
だ
し
、
植
林
や
養
魚

池
等
は
条
件
に
適
合
す
れ
ば
許
可
さ

れ
ま
す
。

②
農
業
用
施
設
や
農
地
の
保
全
利
用

増
進
の
た
め
に
、
自
分
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
二
百
平
方
材
未
満

の
も
の
に
限
り
届
出
で
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

③
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
は
、
毎
月

十
五
日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
．
県
知
事
の
許
可
は
、
お
よ
そ
ニ

ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
農
振
法
に
よ

る
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

農
地
は
、
指
定
か
ら
除
外
さ
れ
な
い

限
り
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
ま
た
は
、
市
農
業
委
員
会
（
奮
七

ー
三
二
一
番
内
線
二
六
一
）
に
．
こ

相
談
く
だ
さ
い
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
　
　
特
別
調
査
を
実
施

　
労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三
十
一

日
現
在
で
常
用
労
働
者
一
～
二
十
九

人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象
に
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
一
～
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　　　　　一国勢調査のはなし一

　　　　　　還暦を迎えた国勢調査

　本年の国勢調査は、大正9年の第1回から数

えて13回目で、年数にすると60年目にあたり・

人問でいえば還暦を迎えたことになります。

　第1回の国勢調査にあたっては当時の統計関

係者はもちろん、国民のほうも「文明国の仲問

入り」を合言葉に大変な意気込みで二の調査に

臨み、テレビもラジオもない時代にもかかわら

ず、国を挙げて調査が進められたようです。名

士による講演会、新聞のはなばなしい報道・旗

行列、花電車、果てはチンドン屋までが広報に

活躍、10月1日午前零時の前後には、各地でサ

イレン、大砲がなり、お寺やお宮では鐘、たい

こを鳴らしてのお祭り騒ぎであったようです・

　当時としては珍しいポスターも各地に貼1）出

され、その1つにはこうしるされていました。
　　　　　　　ヒしりなノい　　いり　き　ヒ

　　r国勢調査は社会の実況を知るために行ふの
　せいきん　　　　さいロニノロ
で課税の為でも犯罪を捜す為でもあ1）ません」

国勢調査は、調査対象のとらえ方は第1回と現

在とでは異なっていますが、調査時点は第1回以

来現在まで10月1日午前零時で行才）れています・

この第1回の時の十日町市の人口は、男16，699人・

女17，187人、計33，886人でした・（市制施行前の

旧町村人口を合計した数です）。

十
九
名
規
模
事
業
所
に
お
け
る
雇
用
、

給
与
、
労
働
時
間
の
実
情
を
調
べ
、

各
種
の
労
働
施
策
立
案
の
基
礎
資
料

と
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。
八
月
上

旬
よ
り
調
査
対
象
と
す
る
事
業
所
に
、

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査

し
た
内
容
等
ぱ
、
統
計
を
作
る
た
め

の
み
に
使
用
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
抽
出
調
査
で

あ
り
、
十
日
町
市
で
は
つ
ぎ
の
五
調

査
区
が
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
地
区
名

　
及
び
担
当
調
査
員
氏
名

調
査
地
区
名

調
査
員
名

諏
訪
町
、
神
明
町

服
部
ナ
、
・
、
エ

水
野
町
、
若
宮
町

阿
部
　
国
治

高
山
四
、
高
田
町
五
．
六

丁
目
、
卸
売
市
場

高
橋
　
ヒ
サ

田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、

塩
ノ
又

福
崎
　
正
幸

山
際
、
岩
野

水
落
　
　
武

　
詳
細
は
、
総
務
課
企
画
広
報
係
（
窓

七
ー
三
二
一
番
内
線
二
三
五
）
へ
．

戦
㎜
、
喩
八
旦

㎜
癖

r 2
s
2
s
2
魯
2
5
2
5
2
5
2
s
2
5
2
s
2
8
2
5
2
5
2
5
2
5
2
3
2
8
2
5
2
5
2
5
思
為
2
5
2
当
2
5
～
8
量
5
2
5
2
5
～
s
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
～
七
日

　
　
　
　
　
限
り
あ
る
水
を
大
切
に

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の
犯

罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が

犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
、

ふ
に
お
ち
な
い
」
。
「
選
挙
違
反
や
汚

職
等
で
疑
惑
が
も
た
れ
た
事
件
な
の

に
、
告
発
し
て
も
検
察
官
が
起
訴
し

な
か
っ
た
の
は
納
得
で
き
な
い
」
．

　
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人
の
た
め
に

検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。
審

査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査

員
が
、
民
間
人
を
代
表
し
、
住
民
と

し
て
の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
費
用

は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〒
九
四
〇
　
長
岡
市
信
濃
二
丁
目

六
番
一
号
　
裁
判
所
内
　
長
岡
検
察

審
査
会
事
務
局
（
8
0
二
五
八
ー
三

五
－
二
一
四
一
番
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
水
の
週
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

写
2
奪
2
3
2
奪
2
象
2
～
2
象
2
写
畢
2
写
2
象
2
竃
2
写
2
竃
2
～
2
写
2
～
2
象
2
象
2
象
2
象
2
貌
2
～
2
零
2
象
～
象
2
象
2
～
2
～
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〆瀞
幽

　
　
幽
畿

馬場小におりたこしかぜ号

　
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日

ま
で
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交

通
安
全
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
一
人
一

人
の
自
覚
に
よ
っ
て
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
広
く
地
域
、

職
場
で
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
．
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
は
、
　
「
歩
行

者
及
び
自
転
車
事
故
防
止
、
特
に
夏

休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故
防
止
」

　
「
原
付
、
二
輪
車
に
よ
る
交
通
事
故

防
止
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
と

安
全
マ
ー
ク
の
ち
ょ
う
付
」
　
「
飲
酒

ダ
ム
放
流
警
報
装
置

　
吹
鳴
試
験
の
お
知
ら
せ

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
本
格

的
な
夏
を
迎
え
、
ダ
ム
放
流
に
よ
る

水
難
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め

ダ
ム
放
流
警
報
装
置
（
ス
ピ
ー
カ
ー
、

サ
イ
レ
ン
）
の
吹
鳴
試
験
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

試
験
日
時
・
場
所
　
七
月
二
十
九
口

午
前
十
時
（
宮
中
）
、
十
時
半
（
安

養
寺
）
、
十
時
五
十
分
（
姿
）
、
十

一
時
十
五
分
（
十
目
町
浄
水
）
、
十

一
時
四
十
分
（
浅
川
原
）
、
午
後
一

イ

飯用食器を寄贈
　米の消費拡大運動の一環として、県

農協米穀対策本部では3年前から米飯

給食用の器材を贈っています。今年は

十日町小学校に飯用食器1，200個（96万

円相当）を寄贈し、市農協樋口組合長

から細川校長に手渡されました。米飯

給食の普及で、米び）消費拡大が期待さ

れます。

暴
走
、
無
免
許
運
転
な
ど
無
謀
運
転

の
防
止
」
の
三
点
で
す
。

　
こ
0
運
動
に
先
だ
ち
、
県
警
本
部

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
i
「
こ
し
か
ぜ
号
」
，

が
十
七
日
、
中
条
小
、
東
小
、
馬
場

小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
馬
場
小
学

校
（
柳
一
郎
校
長
）
で
は
、
全
校
生

徒
百
十
六
人
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
た
め
に
「
ぼ
く
は
、
で
っ
か
い
ト

ラ
ッ
ク
に
ひ
か
れ
な
い
よ
う
、
右
左

を
み
て
わ
た
る
…
…
い
い
づ
か
ひ
ろ

あ
き
」
　
「
右
左
を
み
て
く
る
ま
が
．
一

な
か
っ
た
ら
手
を
あ
げ
て
わ
た
り
ま

す
：
・
…
か
な
い
研
ろ
み
」
と
い
っ
た

寄
せ
書
き
を
し
て
、
交
通
安
全
の
決

意
を
表
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　北越北線工事に伴い
　　　本町6～四日町間で交通規制
　北越北線国道四目町けた架設工事グ）ため、国道117

号線本町6～四日町間で交通規制が行われます。

◎7月24日～26日　9：00～16：00
　片側交通規制（小千谷方面か‘）十日町方面へ一

方通行）

◎7月27口～8月6日　23二〇〇～6：00

　夜間全面交通止

時
三
十
分
（
第
二
揚
水
所
）
、
十
二

時
五
分
（
小
根
岸
）
、
二
時
三
十
分

（
下
条
）

放
送
内
容
　
　
「
只
今
か
ら
サ
イ
レ
ン

の
試
験
を
行
い
ま
す
…
－
発
電
所
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水

を
流
し
ま
す
。
あ
ぶ
な
い
で
す
か
ら

す
ぐ
川
か
ら
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
。

全
国
身
体
障
害
者
技
能
競
技

　
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

　
参
加
者
募
集

期
日
　
十
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

会
場
　
雇
用
促
進
事
業
団
中
央
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
六
方
町
）

参
加
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
県
知
事
の
推
せ
ん
を
受
け
た
人

参
加
経
費
　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
八
月
二
十
日

ま
で
に
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
援
護

係
（
密
七
ー
三
二
一
番
内
線
二
一

四
）
へ
。

学
卒
求
人
の

　
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　
来
春
三
月
の
学
卒
者
を
対
象
と
す

る
求
人
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
が

多
数
い
ま
す
が
、
求
人
申
込
み
が
遅

い
た
め
他
地
域
へ
就
職
す
る
人
も
少

な
く
・
あ
り
ま
せ
ん
。

　
採
用
計
画
の
あ
る
事
業
所
は
、
早

め
に
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
へ
求

人
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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撫
灘
灘
灘
灘
難
灘
、

　
農
地
（
田
、
畑
）
を
、
農
地
以
外

（
宅
地
、
事
業
用
敷
地
、
山
林
等
）

に
転
用
す
る
場
合
に
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
な
い

で
転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
違
反

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を
得

て
か
ら
転
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

つ
ぎ
の
点
に
も
ご
助
田
音
心
く
だ
さ
い
。

①
最
近
、
手
不
足
等
で
か
な
り
多
く

の
農
地
が
荒
廃
し
て
お
り
ま
す
が
、

雑
木
や
茅
が
生
え
て
い
て
も
原
野

（
荒
地
）
と
し
て
地
目
変
更
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
．
た
だ
し
、
植
林
や
養
魚

池
等
は
条
件
に
適
合
す
れ
ば
許
可
さ

れ
ま
す
。

②
農
業
用
施
設
や
農
地
の
保
全
利
用

増
進
の
た
め
に
、
自
分
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
二
百
平
方
材
未
満

の
も
の
に
限
り
届
出
で
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

③
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
は
、
毎
月

十
五
日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
．
県
知
事
の
許
可
は
、
お
よ
そ
ニ

ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
農
振
法
に
よ

る
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

農
地
は
、
指
定
か
ら
除
外
さ
れ
な
い

限
り
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
ま
た
は
、
市
農
業
委
員
会
（
奮
七

ー
三
二
一
番
内
線
二
六
一
）
に
．
こ

相
談
く
だ
さ
い
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
　
　
特
別
調
査
を
実
施

　
労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三
十
一

日
現
在
で
常
用
労
働
者
一
～
二
十
九

人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象
に
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
一
～
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　　　　　一国勢調査のはなし一

　　　　　　還暦を迎えた国勢調査

　本年の国勢調査は、大正9年の第1回から数

えて13回目で、年数にすると60年目にあたり・

人問でいえば還暦を迎えたことになります。

　第1回の国勢調査にあたっては当時の統計関

係者はもちろん、国民のほうも「文明国の仲問

入り」を合言葉に大変な意気込みで二の調査に

臨み、テレビもラジオもない時代にもかかわら

ず、国を挙げて調査が進められたようです。名

士による講演会、新聞のはなばなしい報道・旗

行列、花電車、果てはチンドン屋までが広報に

活躍、10月1日午前零時の前後には、各地でサ

イレン、大砲がなり、お寺やお宮では鐘、たい

こを鳴らしてのお祭り騒ぎであったようです・

　当時としては珍しいポスターも各地に貼1）出

され、その1つにはこうしるされていました。
　　　　　　　ヒしりなノい　　いり　き　ヒ

　　r国勢調査は社会の実況を知るために行ふの
　せいきん　　　　さいロニノロ
で課税の為でも犯罪を捜す為でもあ1）ません」

国勢調査は、調査対象のとらえ方は第1回と現

在とでは異なっていますが、調査時点は第1回以

来現在まで10月1日午前零時で行才）れています・

この第1回の時の十日町市の人口は、男16，699人・

女17，187人、計33，886人でした・（市制施行前の

旧町村人口を合計した数です）。

十
九
名
規
模
事
業
所
に
お
け
る
雇
用
、

給
与
、
労
働
時
間
の
実
情
を
調
べ
、

各
種
の
労
働
施
策
立
案
の
基
礎
資
料

と
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。
八
月
上

旬
よ
り
調
査
対
象
と
す
る
事
業
所
に
、

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査

し
た
内
容
等
ぱ
、
統
計
を
作
る
た
め

の
み
に
使
用
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
抽
出
調
査
で

あ
り
、
十
日
町
市
で
は
つ
ぎ
の
五
調

査
区
が
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
地
区
名

　
及
び
担
当
調
査
員
氏
名

調
査
地
区
名

調
査
員
名

諏
訪
町
、
神
明
町

服
部
ナ
、
・
、
エ

水
野
町
、
若
宮
町

阿
部
　
国
治

高
山
四
、
高
田
町
五
．
六

丁
目
、
卸
売
市
場

高
橋
　
ヒ
サ

田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、

塩
ノ
又

福
崎
　
正
幸

山
際
、
岩
野

水
落
　
　
武

　
詳
細
は
、
総
務
課
企
画
広
報
係
（
窓

七
ー
三
二
一
番
内
線
二
三
五
）
へ
．

戦
㎜
、
喩
八
旦

㎜
癖

r 2
s
2
s
2
魯
2
5
2
5
2
5
2
s
2
5
2
s
2
8
2
5
2
5
2
5
2
5
2
3
2
8
2
5
2
5
2
5
思
為
2
5
2
当
2
5
～
8
量
5
2
5
2
5
～
s
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
～
七
日

　
　
　
　
　
限
り
あ
る
水
を
大
切
に

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の
犯

罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が

犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
、

ふ
に
お
ち
な
い
」
。
「
選
挙
違
反
や
汚

職
等
で
疑
惑
が
も
た
れ
た
事
件
な
の

に
、
告
発
し
て
も
検
察
官
が
起
訴
し

な
か
っ
た
の
は
納
得
で
き
な
い
」
．

　
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人
の
た
め
に

検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。
審

査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査

員
が
、
民
間
人
を
代
表
し
、
住
民
と

し
て
の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
費
用

は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〒
九
四
〇
　
長
岡
市
信
濃
二
丁
目

六
番
一
号
　
裁
判
所
内
　
長
岡
検
察

審
査
会
事
務
局
（
8
0
二
五
八
ー
三

五
－
二
一
四
一
番
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
水
の
週
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

写
2
奪
2
3
2
奪
2
象
2
～
2
象
2
写
畢
2
写
2
象
2
竃
2
写
2
竃
2
～
2
写
2
～
2
象
2
象
2
象
2
象
2
貌
2
～
2
零
2
象
～
象
2
象
2
～
2
～
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油
不
足
と
重
油
の
高
騰
で
、
水
分

を
含
ん
だ
燃
え
に
く
い
ゴ
ミ
の
処
理

に
大
変
困
っ
て
い
ま
す
．
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
税
金
の
無
駄
使
い
を
な
く
す

た
め
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
や
、
西
瓜
、

枝
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、
水
分

を
多
く
含
ん
だ
ゴ
ミ
は
、
な
る
べ
く

天
日
乾
燥
す
る
か
、
水
切
り
を
十
分

に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
爆
発
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
物
は
、

ゴ
、
・
、
と
し
て
出
す
こ
と
も
、
持
ち
込

む
こ
と
も
お
断
わ
り
し
ま
す
。

◇
紙
、
木
く
ず
、
布
く
ず
、
糸
く
ず

な
ど
燃
え
や
す
い
ゴ
ミ
は
、
助
燃
と

な
り
重
油
節
約
に
大
変
有
効
で
す
の

翻
　
　
　
　
　
　
　
一

岡
一
認
瞬
岡
閃
網
認
閥
認
鯛
認
図
認
図
岡
”
闘
認
圓
認
一
認
鰯
謡
岡
認
圓
調
岡
鯛
”
闘
認
國
認
網
認
岡
認
岡
認
圓
鯛
岡
貿
鯛
隠
闘
認
圓
認
睡
認
隅
認
揃
認
腫
認
圓
岡
岡
麗
認

テレビによる　防災
キャンペーンが行われます

　BSN　ご存知じですか

　　　　　　　一防災ミニ百科

8月8日（金）10：25～10：30

　「変りやすい海山での天候」

8月15日（金）10：25～10：30

　r台風の怖さ～狩野川台風～

NS望　そのときあなたは？

　　　　　一くらしの中の防災

8月3日（日）7：25～7：30

　「台風災害の記録」

8月10日（日）　7：25～7：30

　r台風災害を知ろう」

で
、
大
歓
迎
し
ま
す
。

◇
家
屋
廃
材
は
、
一
齎
位
に
切
っ
て

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
廃
油
や
廃
タ
イ
ヤ
は
、
専
門
処
理

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
清
潔
保
持
に
つ
い
て

　
例
年
夏
に
な
る
と
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
悪
臭
、
不
潔
、
不
規
則
な
ゴ
ミ

の
出
し
方
が
問
題
と
な
り
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
の
人
達
が
大
変
迷

惑
し
て
い
ま
す
。
自
分
達
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
決
め
ら
れ
た
日

時
に
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
ゴ
ミ
を

出
す
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
」
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
”
晶

瞬
圓
認
”
認
闘
認
圓
認
瞬
認
岡
岡
”
岡
譜
岡
認
圓
認
圏
認
鋼
認
”
認
一
認
圓
”
岡
図
認
”
じ
o
瞬
”
認
図
認
網
認
欝
調
闘
認
圓
認
闘
鴇
圏
認
瞬
器
劉
認
網
巽
鱒
鵠
制
開
圓

玩無花火による
　慕鍍防止を

　
い
よ
い
よ
真
夏
を
迎

え
、
花
火
遊
び
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
花
火
の
不

注
意
な
使
用
や
、
取
扱

い
か
ら
火
災
な
ど
の
事

故
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
か
た
を

良
く
読
ん
で
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
取
扱
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
風
の
強
い
時
は
、
花
火
遊
び
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
筒
物
花

火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を
の

ぞ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
り
、

た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ

け
た
り
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
と

危
険
で
す
。

○
使
っ
た
マ
ッ
チ
類
は
、
投
げ
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

　
融
資
の
申
込
み
受
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

対
し
て
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申

込
み
受
付
け
を
、
つ
ぎ
の
要
領
に
よ

り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
七
月
二

十
九
目
㈹
か
ら
八
月
十
九
日
㈹
ま
で

（
た
だ
し
、
申
込
み
受
付
け
戸
数
が

融
資
予
定
戸
数
に
達
し
た
と
き
は
、

期
間
中
で
も
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
）

選
定
方
法
　
先
着
順
に
よ
り
無
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
平
方
材

以
上
）
の
場
合
四
百
十
万
円
～
四
百

三
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を
行

う
場
合
十
万
円
～
三
十
万
円
、
太
陽

熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は

十
万
円
の
融
資
額
の
加
算
及
び
老
人

（
六
十
五
歳
以
上
）
等
が
同
居
す
る

場
合
五
十
万
円
～
百
五
十
万
円
の
融

資
額
の
割
増
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

利
率
　
年
五
・
五
簿

返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内
申
込
み
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅

金
融
公
庫
北
関
東
支
所
ま
た
は
、
市

内
の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
の
ご
案
内

　
現
在
、
住
宅
金
融
公
庫
で
は
財
形

貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者
（
三
年
以

上
行
い
、
そ
の
残
高
が
五
十
万
円
以

上
あ
る
か
た
）
を
対
象
に
財
形
住
宅

融
資
の
借
入
れ
申
込
み
の
受
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公

庫
の
一
般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ

わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

締
切
り
　
五
十
六
年
二
月
二
十
八
日

出融
資
額
　
財
形
貯
蓄
残
高
の
三
倍

（
千
五
百
万
円
が
限
度
）

利
率
　
年
八
、
・
八
八
育
（
こ
の
金
利

は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
現
在

の
金
利
で
す
が
、
今
後
の
金
融
情
勢

の
変
動
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
）

返
済
期
間
　
新
築
住
宅
－
木
造
二
十

五
年
以
内
、
簡
易
耐
火
構
造
三
十
年

以
内
、
耐
火
構
造
三
十
五
年
以
内

中
古
住
宅
－
二
十
年
以
内
　
住
宅
改

良
－
十
年
以
内

返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払
い
（
ボ

ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
も
で
き
ま
す
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱

金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　土　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　日
　　　　　　　⑨
　　　月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画

　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　県　　　　　　　潟　　　i斤

、AAAAAAAAAAAAAAAAA’
●
開
催
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
、

潟
県
の
画
家
た
ち
展
」

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
美
術
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　
　
日
本
の
画
壇
に
功
績
を
の
こ
し
た
新
潟
県
出

身
画
家
の
作
品
を
一
堂
に
あ
つ
め
、
展
示
い
た
し
ま

す
。
又
と
な
い
機
会
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
職
場
、

ご
家
族
で
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
、
今
回
は

入
場
料
を
有
料
と
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催
●
十
日
町
市
博
物
館
／
十
日
町
市
博
物
館
友
の
会
／
十
日
町
美
術
協

会
／
十
日
町
染
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
■
後
援
●
十
日
町
市
P
T
A
連
合
会
／

十
日
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
／
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
／
新
潟
日
報

社
／
十
日
町
新
聞
社
／
越
路
新
報
社
／
十
日
町
タ
イ
ム
ス
社
／
週
報
と
お

か
ま
ち
社

、AAAAAAAAAAAAAAAAA，

難

横
山
操
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
女
」

目
本
画

岩
田
小
島
小
林

白
倉
土
田
中
島
長
井
番
場

三
浦

一
一
一
輪

村
山
横
山
洋
画

安
宅
　
庸
雄
「
手
鏡
」

安
宅
安
五
郎
「
群
蝶
」

阿
部
　
展
也
「
子
供
」

小
野
　
　
末
「
闘
牛
」

熊
岡
　
美
彦
「
薔
薇
の
花
」

桑
原
　
　
実
「
断
絶
の
子
ら
」

小
島
　
清
雄
「
ぎ
お
ん
」

正
巳
「
緑
扇
」

丹
濠
「
河
口
暮
色
」

古
径
「
函

t
加
入
「
比
叡
山
」

麦
傳
「
清
暑
」

菖
木
「
待
春
」

亮
之
「
見
学
」

春
雄
「
大
雪
嶺
」

文
治
「
浜
」

晃
勢
「
涛
」

　
径
「
朝
の
火
山
」

　操「

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
女
」

佐
藤
吉
五
郎
「
作
品
B
」

佐
藤
　
三
郎
「
深
山
盛
夏
」

佐
藤
　
哲
三
「
帰
路
」

佐
藤
哲
三
郎
「
裸
婦
」

笹
岡
　
了
一
「
ウ
イ
リ
ア
ム
物
語
」

新
保
兵
次
郎
「
帰
巣
」

相
馬
　
其
一
「
フ
ラ
ン
ス
郊
外
」

竹
谷
富
士
雄
「
船
ど
ま
り
」

田
中
　
道
久
「
カ
ラ
コ
レ
ス
」

富
岡
　
惣
幅
郎
「
作
品
」

富
樫
　
寅
平
「
農
家
」

鳥
居
　
敏
文
「
草
の
上
」

牧
野
　
虎
雄
「
丁
婦
人
像
」

水
島
　
　
清
「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
風
景
」

矢
部
　
友
衛
「
裸
婦
」

吉
原
　
義
彦
「
柏
木
平
附
近
」

布
川
　
勝
三
「
蒲
原
風
景
」

富
川
　
潤
一
　
「
ア
ビ
ラ
に
て
」

版
画
品
川
　
　
工
「
ネ
ガ
と
ポ
ジ
路
」

高
橋
　
信
一
「
白
い
道
⑧
」

星
　
　
襲
一
「
樹
」

水
彩
蕗
谷
　
虹
児
「
花
火
」

佐
藤
哲
三
郎
「
裸
婦
」
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油
不
足
と
重
油
の
高
騰
で
、
水
分

を
含
ん
だ
燃
え
に
く
い
ゴ
ミ
の
処
理

に
大
変
困
っ
て
い
ま
す
．
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
税
金
の
無
駄
使
い
を
な
く
す

た
め
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
や
、
西
瓜
、

枝
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、
水
分

を
多
く
含
ん
だ
ゴ
ミ
は
、
な
る
べ
く

天
日
乾
燥
す
る
か
、
水
切
り
を
十
分

に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
爆
発
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
物
は
、

ゴ
、
・
、
と
し
て
出
す
こ
と
も
、
持
ち
込

む
こ
と
も
お
断
わ
り
し
ま
す
。

◇
紙
、
木
く
ず
、
布
く
ず
、
糸
く
ず

な
ど
燃
え
や
す
い
ゴ
ミ
は
、
助
燃
と

な
り
重
油
節
約
に
大
変
有
効
で
す
の

翻
　
　
　
　
　
　
　
一

岡
一
認
瞬
岡
閃
網
認
閥
認
鯛
認
図
認
図
岡
”
闘
認
圓
認
一
認
鰯
謡
岡
認
圓
調
岡
鯛
”
闘
認
國
認
網
認
岡
認
岡
認
圓
鯛
岡
貿
鯛
隠
闘
認
圓
認
睡
認
隅
認
揃
認
腫
認
圓
岡
岡
麗
認

テレビによる　防災
キャンペーンが行われます

　BSN　ご存知じですか

　　　　　　　一防災ミニ百科

8月8日（金）10：25～10：30

　「変りやすい海山での天候」

8月15日（金）10：25～10：30

　r台風の怖さ～狩野川台風～

NS望　そのときあなたは？

　　　　　一くらしの中の防災

8月3日（日）7：25～7：30

　「台風災害の記録」

8月10日（日）　7：25～7：30

　r台風災害を知ろう」

で
、
大
歓
迎
し
ま
す
。

◇
家
屋
廃
材
は
、
一
齎
位
に
切
っ
て

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
廃
油
や
廃
タ
イ
ヤ
は
、
専
門
処
理

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
清
潔
保
持
に
つ
い
て

　
例
年
夏
に
な
る
と
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
悪
臭
、
不
潔
、
不
規
則
な
ゴ
ミ

の
出
し
方
が
問
題
と
な
り
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
の
人
達
が
大
変
迷

惑
し
て
い
ま
す
。
自
分
達
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
決
め
ら
れ
た
日

時
に
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
ゴ
ミ
を

出
す
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
」
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
”
晶

瞬
圓
認
”
認
闘
認
圓
認
瞬
認
岡
岡
”
岡
譜
岡
認
圓
認
圏
認
鋼
認
”
認
一
認
圓
”
岡
図
認
”
じ
o
瞬
”
認
図
認
網
認
欝
調
闘
認
圓
認
闘
鴇
圏
認
瞬
器
劉
認
網
巽
鱒
鵠
制
開
圓

玩無花火による
　慕鍍防止を

　
い
よ
い
よ
真
夏
を
迎

え
、
花
火
遊
び
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
花
火
の
不

注
意
な
使
用
や
、
取
扱

い
か
ら
火
災
な
ど
の
事

故
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
か
た
を

良
く
読
ん
で
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
取
扱
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
風
の
強
い
時
は
、
花
火
遊
び
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
筒
物
花

火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を
の

ぞ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
り
、

た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ

け
た
り
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
と

危
険
で
す
。

○
使
っ
た
マ
ッ
チ
類
は
、
投
げ
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

　
融
資
の
申
込
み
受
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

対
し
て
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申

込
み
受
付
け
を
、
つ
ぎ
の
要
領
に
よ

り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
七
月
二

十
九
目
㈹
か
ら
八
月
十
九
日
㈹
ま
で

（
た
だ
し
、
申
込
み
受
付
け
戸
数
が

融
資
予
定
戸
数
に
達
し
た
と
き
は
、

期
間
中
で
も
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
）

選
定
方
法
　
先
着
順
に
よ
り
無
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
平
方
材

以
上
）
の
場
合
四
百
十
万
円
～
四
百

三
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を
行

う
場
合
十
万
円
～
三
十
万
円
、
太
陽

熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は

十
万
円
の
融
資
額
の
加
算
及
び
老
人

（
六
十
五
歳
以
上
）
等
が
同
居
す
る

場
合
五
十
万
円
～
百
五
十
万
円
の
融

資
額
の
割
増
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

利
率
　
年
五
・
五
簿

返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内
申
込
み
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅

金
融
公
庫
北
関
東
支
所
ま
た
は
、
市

内
の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
の
ご
案
内

　
現
在
、
住
宅
金
融
公
庫
で
は
財
形

貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者
（
三
年
以

上
行
い
、
そ
の
残
高
が
五
十
万
円
以

上
あ
る
か
た
）
を
対
象
に
財
形
住
宅

融
資
の
借
入
れ
申
込
み
の
受
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公

庫
の
一
般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ

わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

締
切
り
　
五
十
六
年
二
月
二
十
八
日

出融
資
額
　
財
形
貯
蓄
残
高
の
三
倍

（
千
五
百
万
円
が
限
度
）

利
率
　
年
八
、
・
八
八
育
（
こ
の
金
利

は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
現
在

の
金
利
で
す
が
、
今
後
の
金
融
情
勢

の
変
動
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
）

返
済
期
間
　
新
築
住
宅
－
木
造
二
十

五
年
以
内
、
簡
易
耐
火
構
造
三
十
年

以
内
、
耐
火
構
造
三
十
五
年
以
内

中
古
住
宅
－
二
十
年
以
内
　
住
宅
改

良
－
十
年
以
内

返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払
い
（
ボ

ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
も
で
き
ま
す
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱

金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甜
　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　土　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　日
　　　　　　　⑨
　　　月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画

　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　県　　　　　　　潟　　　i斤

、AAAAAAAAAAAAAAAAA’
●
開
催
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
、

潟
県
の
画
家
た
ち
展
」

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
美
術
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　
　
日
本
の
画
壇
に
功
績
を
の
こ
し
た
新
潟
県
出

身
画
家
の
作
品
を
一
堂
に
あ
つ
め
、
展
示
い
た
し
ま

す
。
又
と
な
い
機
会
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
職
場
、

ご
家
族
で
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
、
今
回
は

入
場
料
を
有
料
と
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催
●
十
日
町
市
博
物
館
／
十
日
町
市
博
物
館
友
の
会
／
十
日
町
美
術
協

会
／
十
日
町
染
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
■
後
援
●
十
日
町
市
P
T
A
連
合
会
／

十
日
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
／
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
／
新
潟
日
報

社
／
十
日
町
新
聞
社
／
越
路
新
報
社
／
十
日
町
タ
イ
ム
ス
社
／
週
報
と
お

か
ま
ち
社

、AAAAAAAAAAAAAAAAA，

難

横
山
操
「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
女
」

目
本
画

岩
田
小
島
小
林

白
倉
土
田
中
島
長
井
番
場

三
浦

一
一
一
輪

村
山
横
山
洋
画

安
宅
　
庸
雄
「
手
鏡
」

安
宅
安
五
郎
「
群
蝶
」

阿
部
　
展
也
「
子
供
」

小
野
　
　
末
「
闘
牛
」

熊
岡
　
美
彦
「
薔
薇
の
花
」

桑
原
　
　
実
「
断
絶
の
子
ら
」

小
島
　
清
雄
「
ぎ
お
ん
」

正
巳
「
緑
扇
」

丹
濠
「
河
口
暮
色
」

古
径
「
函

t
加
入
「
比
叡
山
」

麦
傳
「
清
暑
」

菖
木
「
待
春
」

亮
之
「
見
学
」

春
雄
「
大
雪
嶺
」

文
治
「
浜
」

晃
勢
「
涛
」

　
径
「
朝
の
火
山
」

　操「

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
女
」

佐
藤
吉
五
郎
「
作
品
B
」

佐
藤
　
三
郎
「
深
山
盛
夏
」

佐
藤
　
哲
三
「
帰
路
」

佐
藤
哲
三
郎
「
裸
婦
」

笹
岡
　
了
一
「
ウ
イ
リ
ア
ム
物
語
」

新
保
兵
次
郎
「
帰
巣
」

相
馬
　
其
一
「
フ
ラ
ン
ス
郊
外
」

竹
谷
富
士
雄
「
船
ど
ま
り
」

田
中
　
道
久
「
カ
ラ
コ
レ
ス
」

富
岡
　
惣
幅
郎
「
作
品
」

富
樫
　
寅
平
「
農
家
」

鳥
居
　
敏
文
「
草
の
上
」

牧
野
　
虎
雄
「
丁
婦
人
像
」

水
島
　
　
清
「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
風
景
」

矢
部
　
友
衛
「
裸
婦
」

吉
原
　
義
彦
「
柏
木
平
附
近
」

布
川
　
勝
三
「
蒲
原
風
景
」

富
川
　
潤
一
　
「
ア
ビ
ラ
に
て
」

版
画
品
川
　
　
工
「
ネ
ガ
と
ポ
ジ
路
」

高
橋
　
信
一
「
白
い
道
⑧
」

星
　
　
襲
一
「
樹
」

水
彩
蕗
谷
　
虹
児
「
花
火
」

佐
藤
哲
三
郎
「
裸
婦
」
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虫
歯
で
死
ん
だ
人
は

　
虫
歯
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
は
い
ま
せ
ん

が
、
虫
歯
が
ひ
ど
く

な
る
と
下
の
図
の
よ

う
に
、
体
の
全
体
に

い
ろ
ん
な
影
響
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
ご

注
意
を
！

子
　
の
皆

、
　
は
歯
の

し　
　
診
虫
ぎ

ょ
検
ち

ヤ

し
児
し
は
　
。

な
歳
検
仔
た

の
縫
競

歯
月
人
い
ん

虫
6
5
5
な
さ

自レ齢ハ・得ン’3全獅二

対し■もし弓ll3な義マt

・儀〆轟1

藤
…

い
ま
せ
ん
が
…

欝
麟
鯵

　
　
　
　
、

「躯
　“、■’

手

マ」

三
層

イ
籍

に
も

田ノノ

住　　所 氏　名 護者

中条下町 久保田一則 稔

四　日　町　1 高木　典子 一夫
貝　　の　　川 小宮山宗晃 晃

美雪町　3佐野　俊幸 国市

新座第　1根津　具隆 貞夫

大黒沢　2井口　　誠 福松
田中町本通 羽鳥　淳也 長喜

稲荷町3南渡辺　綾子 清
学校町　2’ 高橋　麻美 幸男

〃 杉田麻紀子 義雄

稲荷町3本通 阿部　幸江 敏一

背　　　　戸 樋口　　巧 常夫
土　市　　3 丸山　　梓 和猪

谷内丑　2小川　国和 国吉

ド川原町 児玉　桃子 健一

「
起
震
車
」
の

　
　
愛
称
を
募
集
中

　
県
で
は
県
民
に
、
災
害
1
と
り
わ

け
地
震
時
に
備
え
る
知
識
、
技
術
を

実
際
的
な
体
験
に
よ
り
修
得
し
て
も

ら
う
た
め
に
移
動
地
震
体
験
車
「
起

震
車
」
を
購
入
し
ま
す
が
、
つ
ぎ
の

要
領
に
よ
り
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
広
募
く
だ
さ
い
．

応
募
資
格
　
自
由
で
す
。

応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
と
愛
称
名
一
編

を
記
入
し
て
応
募
す
る
こ
と
．

応
募
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校

町
通
一
番
町
六
〇
二
、
県
総
務
部
消

防
防
災
課
に
七
月
三
十
一
日
困
ま
で

そ
の
他
　
採
用
分
に
記
念
品
を
贈
呈

6
p
イ
リ
」
4
夢
疹
夢
」
雛
6
蜜
6
套
一
‘
3
夢
夢
6
y
j
蚕
4
p
蚕
6
－
肇
夢
・
蓼
」
・
夢
5
・
夢
霧
・
9
6
ぞ
多
曇
・
隻
肇
・
弊
6
夢
．
多
参
・
多
‘
．
婆
参
．
夢
蓼
，
9
4
P
．
多
6
ワ
．
多
参
．
多
蓼

　
　
　
　
　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

編
讐
勲
急
速
に
伸
び
今
や
人
生
八

、
ド
る
ざ
・
．
｛
．
・
医
り

、

四老灘
羅
簾

　
十
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
さ
ら
に
核
家
族
化
の
進
展

　
に
よ
り
子
供
達
の
経
済
的

　
扶
養
は
、
あ
ま
り
期
待
で

　
き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
　
で
す
か
ら
今
日
の
老
人

ず『凸覗亭冨呼頂プ

　
年
金
制
度
は
、
こ
の
対
策
の
主
柱

を
な
す
も
の
　
　
　
こ
れ
ま
で
個
人

で
行
わ
れ
て
来
た
親
孝
行
に
代
わ

り
社
会
全
体
が
連
帯
し
て
行
う
現
代

版
の
親
孝
行
と
い
え
ま
す
。
し
た
が

っ
て
年
金
制
度
は
、
勤
労
世
代
が
老

齢
世
代
を
順
送
り
に
扶
養
し
て
い
く

こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
、
世
代
間
の
相
互
理
解
と
協
力

が
絶
対
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
は
厚
生
年

金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
加
入
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
保
険
料
を
一
定

期
間
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
老
後
は
、
誰
に
も
一
歩
一
歩
確
実

に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
あ
わ

て
な
い
た
め
に
も
、
今
か
ら
老
後
の

生
活
設
定
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
き

が
来
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ゆずり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
7
月
15
目
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず

り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

晶
　
　
　
名

規
　
格
．

希
望
極
格

紬
　
　
　
名

規
格

希
望
偽
格

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
ソ
ニ
ー
ク
ロ
ッ
ケ
）

中
　
古

相
談
で

ぶ
ら
さ
が
ゆ
健
康
難

中
　
古

相
談
で

8
ト
ラ
馬
ヂ
ッ
キ

つ
二
ー
）

躍

即

バ
イ
ケ
50
㏄

ガ

畔
万
五
千
円

食
　
　
　
　
　
卓

（
2
人
絹
）

〃

｝
万
三
千
円

石
う
す
き
ね
付

饗

ガ

一
万
五
千
円

冷
　
　
蔵
　
　
庵

9
ラ
ザ
ー
中
型
）

〃

二
万
五
千
円

～
三
万
円

ベ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル

躍

相
談
で

ス
　
チ
　
レ
　
オ

（
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ケ
付
）

〃

五
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

ガ

”

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

（
訟
イ
ン
チ
）

〃

七
千
円

つ
り
朋
ウ
エ
イ
ダ
ー

2
ツ
馬
印
二
五
・
鉦
㎝
）

〃

四
千
円

A一一一一AA婦人水泳教室
　　　　　　A一一
●期日　7月28（月）、29㈹、

　　　30（肘、31休）、8月
　　　　1（金）、　4（月）、　5（火）

●時間　午前9時30分～正午

●会場　市民プール

●内容

　O初心者…初歩的な泳

　ぎ、ゲーム等

　o中級者…潜水、立泳ぎ、

　横泳ぎ、クローノレ、ター

　ン、平泳ぎ、背泳ぎ、ゲ

　ーム等

●講師　樋熊準子先生

　　　関口陽子先生

　　　ほか市体育指導員

●申込　7月28剛月ぽでに

　　　体育課、体育館又

　　　　は市民プールに。

●受講料　無料です。

　　　民踊講習会
A一一』㎜●期日　8月3日（日）・6日困

●時間　午後7時から

●会場　市民体育館

●内容（曲目）

　ちゃらちゃん踊り

　（香川県民踊）

　河内音頭

　（大阪府民踊）

　からす踊り

　（津南地方民踊）

　野良三階節

　（柏崎地方民踊）

　柏崎おけさ

　（柏崎地方民踊）

●講師　佐野久美先生

　　　　中村田鶴子先生

　　　　高橋トク先生

　　　　田口静江先生

●受講科　無料です

●申込　当日会場で受付ます。
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第
十
三
回
市
展
が
十
月
十
日
～
十

二
日
ま
で
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
公
民
館
市
展
係
で
は
次
の
と
お
り

出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
作
品

第
一
部
白
本
画
…
（
額
ぶ
ち
付
き
）

第
二
部
　
洋
画
…
油
絵
、
水
彩
、
パ

ス
テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
額
ぶ
ち

付
）第
三
部
　
新
し
い
美
術
…
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
　
彫
塑
…
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
　
工
芸
…
染
、
織
、
焼
物
、

つ
る
、
漆
、
革
、
木
、
竹
、
わ
ら
、

紙
工
芸
な
ど
（
常
識
以
上
の
大
き
さ

を
越
え
な
い
こ
と
）

第
六
部
　
書
道
…
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
ガ
ラ
ス
枠

は
不
可
、
釈
文
票
添
付
、
釈
文
票
は

ペ
ン
書
も
可
、
釈
文
票
は
楷
書
で
は

っ
き
り
と
書
く
こ
と
）

第
七
部
　
写
真
…
（
半
切
以
上
全
倍

ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
、

ガ
ラ
ス
枠
は
不
可
）

■
出
品
料
…
…
各
部
門
と
も
一
般
一

点
七
百
円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

■
出
品
点
数
…
…
一
人
一
部
門
に
つ

き
二
点
以
内

■
搬
入
…
…
十
月
三
日
（
金
）
午
前

九
時
～
午
後
八
時
半
ま
で
に
市
公
民

館
（
本
館
）
へ
。

■
審
査
員

日
本
画
・
洋
画
・
新
し
い
美
術

　
瀬
木
慎
一

彫
塑
・
工
芸

　
小
磯
　
稔

部
助
教
授
）

書
道
　
弦
巻
松
蔭

与
）写

真
　
英
　
伸
三

（
美
術
評
論
家
）

（
新
潟
大
学
教
育
学

（
日
本
書
道
連
盟
参

（
写
真
家
、
日
本
写

真
家
協
会
会
員
）

■
賞
…
…
市
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
賞

※
詳
細
は
、
市
公
民
館
市
展
係
（
窓

七
－
五
〇
一
一
番
）
か
地
区
公
民
館

へ
。
作
品
の
募
集
要
項
は
各
地
区
公

民
館
に
も
あ
り
ま
す
。

．
ル
一
鰹
離
・

上
映
会
が
開
催
さ
縄
ま
す

●
会
場
…
…
小
千
谷
市
民
会
館

●
日
時
…
…
八
月
九
日
封

①
午
後
二
時
～
②
午
後
七
時
～

●
主
催
…
…
県
美
術
博
物
館
・
小
千

　
谷
市
教
育
委
員
会

●
入
場
料
…
－
無
料
で
す
。

こ
だ
ま
号
八
月
の
巡
回
予
定

〔
コ
ー
ス
〕
　
　
〔
巡
回
日
〕

水
沢
…
…
：
…
…
⊥
、
十
四
日

六
箇
…
…
…
－
…
四
、
十
八
日

上
川
町
、
飛
渡
…
五
、
十
九
目

下
条
、
田
川
町
…
六
、
二
十
日

吉
田
…
…
…
…
八
、
二
十
二
日

十
日
町
…
…
十
一
、
二
十
五
日

川
治
…
…
…
十
二
、
二
十
六
日

中
条
、
本
町
六
、
高
田
町
三
南

　
　
…
…
：
十
三
、
二
十
八
日

　
ス
　
泉
町
、
春
日
町
、
美
雪
町

一
：
：
…
…
：
：
五
、
十
九
日

コ問
　
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四

夜く
日
町
新
田
…
十
二
、
二
十
八
日

※
お
盆
や
祭
り
の
た
め
日
程
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
コ
：
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
！

r＋臼町の

人に

ロ馬場罐なりました』
　樋口園子さん
～川崎布か験　　〔3〕

★
埼
董
撫
秩
父
盤
ま
翻
．
趨
燭
窃
育

ち
の
人
で
．
こ
碗
翼
月
に
轟
雛
第
二

の
樋
口
誠
轍
さ
ん
（
建
築
技
士
、
二

十
八
歳
X
の
と
諺
お
縫
，
は
る
ば
る

嫁
い
で
来
た
の
は
、
欝
子
さ
ん
（
二

牽
鱒
歳
）
で
ず
．

★
ビ
ッ
タ
壁
し
た
叢
と
絃
、
霞
子
さ
ん

が
、
ひ
老
婆
蘭
子
躍
ゆ
た
と
い
う
こ
と
。

獺㎜親纏．

絃
巻
か
遠
く
の
十
β
町
に

擦
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
竃
特
に
反
対
も

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
“
裳
た
彼
女
は

小
さ
い
頃
か
ら
お
嫁
に
行
っ
て
良
い

と
い
わ
れ
な
が
ら
育
毒
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
窪
分
鷹
身
が
絶
薄
的
に
選

ん
だ
人
な
ら
、
飼
処
に
行
ウ
て
も
岡

じ
こ
と
…
…
と
考
え
て
い
た
そ
う
で

ず
。

★
そ
の
夫
の
誠
鱒
さ
ん
と
は
、
東
京

皇
の
岡
じ
職
場
で
知
り
ム
P
い
、
今
婁
W
に

結
婚
式
を
挙
び
た
ば
か
り
の
葺
論
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

カ
ッ
プ
ル
で
童
概
新
婚
二
か
月
余
吟
、

ケ
ン
カ
な
ど
も
全
然
し
な
い
と
い
う

、
オ
ア
ツ
イ
紳
め
二
人
で
す
。

★
売
β
の
地
区
浅
運
動
会
の
練
習
に

行
っ
た
時
、
ホ
タ
ル
を
生
ま
れ
て
初

　
め
て
見
た
と
い
う
園
子
さ
ん
に
噛
十

日
町
の
印
象
を
禰
い
た
ら
、
交
通
機

闇
の
不
便
さ
を
最
初
に
挙
げ
、
ま
た
、

反
面
に
は
、
季
籔
に
合
っ
た
町
全
体

　
の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
醸
象
的
だ
と
も

　
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．
た
だ
知
り
含

　
い
の
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
淋
し
さ

　
や
雪
国
の
生
活
と
い
う
も
の
に
対
す

る
不
安
が
少
し
あ
る
そ
う
で
す
が
、

　
そ
ん
な
不
安
が
一
β
も
早
く
無
く
な

　
る
こ
と
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
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虫
歯
で
死
ん
だ
人
は

　
虫
歯
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
は
い
ま
せ
ん

が
、
虫
歯
が
ひ
ど
く

な
る
と
下
の
図
の
よ

う
に
、
体
の
全
体
に

い
ろ
ん
な
影
響
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
ご

注
意
を
！

子
　
の
皆

、
　
は
歯
の

し　
　
診
虫
ぎ

ょ
検
ち

ヤ

し
児
し
は
　
。

な
歳
検
仔
た

の
縫
競

歯
月
人
い
ん

虫
6
5
5
な
さ

自レ齢ハ・得ン’3全獅二

対し■もし弓ll3な義マt

・儀〆轟1

藤
…

い
ま
せ
ん
が
…

欝
麟
鯵

　
　
　
　
、

「躯
　“、■’

手

マ」

三
層

イ
籍

に
も

田ノノ

住　　所 氏　名 護者

中条下町 久保田一則 稔

四　日　町　1 高木　典子 一夫
貝　　の　　川 小宮山宗晃 晃

美雪町　3佐野　俊幸 国市

新座第　1根津　具隆 貞夫

大黒沢　2井口　　誠 福松
田中町本通 羽鳥　淳也 長喜

稲荷町3南渡辺　綾子 清
学校町　2’ 高橋　麻美 幸男

〃 杉田麻紀子 義雄

稲荷町3本通 阿部　幸江 敏一

背　　　　戸 樋口　　巧 常夫
土　市　　3 丸山　　梓 和猪

谷内丑　2小川　国和 国吉

ド川原町 児玉　桃子 健一

「
起
震
車
」
の

　
　
愛
称
を
募
集
中

　
県
で
は
県
民
に
、
災
害
1
と
り
わ

け
地
震
時
に
備
え
る
知
識
、
技
術
を

実
際
的
な
体
験
に
よ
り
修
得
し
て
も

ら
う
た
め
に
移
動
地
震
体
験
車
「
起

震
車
」
を
購
入
し
ま
す
が
、
つ
ぎ
の

要
領
に
よ
り
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
広
募
く
だ
さ
い
．

応
募
資
格
　
自
由
で
す
。

応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
と
愛
称
名
一
編

を
記
入
し
て
応
募
す
る
こ
と
．

応
募
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校

町
通
一
番
町
六
〇
二
、
県
総
務
部
消

防
防
災
課
に
七
月
三
十
一
日
困
ま
で

そ
の
他
　
採
用
分
に
記
念
品
を
贈
呈

6
p
イ
リ
」
4
夢
疹
夢
」
雛
6
蜜
6
套
一
‘
3
夢
夢
6
y
j
蚕
4
p
蚕
6
－
肇
夢
・
蓼
」
・
夢
5
・
夢
霧
・
9
6
ぞ
多
曇
・
隻
肇
・
弊
6
夢
．
多
参
・
多
‘
．
婆
参
．
夢
蓼
，
9
4
P
．
多
6
ワ
．
多
参
．
多
蓼

　
　
　
　
　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

編
讐
勲
急
速
に
伸
び
今
や
人
生
八

、
ド
る
ざ
・
．
｛
．
・
医
り

、

四老灘
羅
簾

　
十
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
さ
ら
に
核
家
族
化
の
進
展

　
に
よ
り
子
供
達
の
経
済
的

　
扶
養
は
、
あ
ま
り
期
待
で

　
き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
　
で
す
か
ら
今
日
の
老
人

ず『凸覗亭冨呼頂プ

　
年
金
制
度
は
、
こ
の
対
策
の
主
柱

を
な
す
も
の
　
　
　
こ
れ
ま
で
個
人

で
行
わ
れ
て
来
た
親
孝
行
に
代
わ

り
社
会
全
体
が
連
帯
し
て
行
う
現
代

版
の
親
孝
行
と
い
え
ま
す
。
し
た
が

っ
て
年
金
制
度
は
、
勤
労
世
代
が
老

齢
世
代
を
順
送
り
に
扶
養
し
て
い
く

こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
、
世
代
間
の
相
互
理
解
と
協
力

が
絶
対
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
は
厚
生
年

金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
加
入
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
保
険
料
を
一
定

期
間
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
老
後
は
、
誰
に
も
一
歩
一
歩
確
実

に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
あ
わ

て
な
い
た
め
に
も
、
今
か
ら
老
後
の

生
活
設
定
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
き

が
来
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ゆずり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
7
月
15
目
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず

り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

晶
　
　
　
名

規
　
格
．

希
望
極
格

紬
　
　
　
名

規
格

希
望
偽
格

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
ソ
ニ
ー
ク
ロ
ッ
ケ
）

中
　
古

相
談
で

ぶ
ら
さ
が
ゆ
健
康
難

中
　
古

相
談
で

8
ト
ラ
馬
ヂ
ッ
キ

つ
二
ー
）

躍

即

バ
イ
ケ
50
㏄

ガ

畔
万
五
千
円

食
　
　
　
　
　
卓

（
2
人
絹
）

〃

｝
万
三
千
円

石
う
す
き
ね
付

饗

ガ

一
万
五
千
円

冷
　
　
蔵
　
　
庵

9
ラ
ザ
ー
中
型
）

〃

二
万
五
千
円

～
三
万
円

ベ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル

躍

相
談
で

ス
　
チ
　
レ
　
オ

（
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ケ
付
）

〃

五
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

ガ

”

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

（
訟
イ
ン
チ
）

〃

七
千
円

つ
り
朋
ウ
エ
イ
ダ
ー

2
ツ
馬
印
二
五
・
鉦
㎝
）

〃

四
千
円

A一一一一AA婦人水泳教室
　　　　　　A一一
●期日　7月28（月）、29㈹、

　　　30（肘、31休）、8月
　　　　1（金）、　4（月）、　5（火）

●時間　午前9時30分～正午

●会場　市民プール

●内容

　O初心者…初歩的な泳

　ぎ、ゲーム等

　o中級者…潜水、立泳ぎ、

　横泳ぎ、クローノレ、ター

　ン、平泳ぎ、背泳ぎ、ゲ

　ーム等

●講師　樋熊準子先生

　　　関口陽子先生

　　　ほか市体育指導員

●申込　7月28剛月ぽでに

　　　体育課、体育館又

　　　　は市民プールに。

●受講料　無料です。

　　　民踊講習会
A一一』㎜●期日　8月3日（日）・6日困

●時間　午後7時から

●会場　市民体育館

●内容（曲目）

　ちゃらちゃん踊り

　（香川県民踊）

　河内音頭

　（大阪府民踊）

　からす踊り

　（津南地方民踊）

　野良三階節

　（柏崎地方民踊）

　柏崎おけさ

　（柏崎地方民踊）

●講師　佐野久美先生

　　　　中村田鶴子先生

　　　　高橋トク先生

　　　　田口静江先生

●受講科　無料です

●申込　当日会場で受付ます。
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第
十
三
回
市
展
が
十
月
十
日
～
十

二
日
ま
で
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
公
民
館
市
展
係
で
は
次
の
と
お
り

出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
作
品

第
一
部
白
本
画
…
（
額
ぶ
ち
付
き
）

第
二
部
　
洋
画
…
油
絵
、
水
彩
、
パ

ス
テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
額
ぶ
ち

付
）第
三
部
　
新
し
い
美
術
…
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
　
彫
塑
…
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
　
工
芸
…
染
、
織
、
焼
物
、

つ
る
、
漆
、
革
、
木
、
竹
、
わ
ら
、

紙
工
芸
な
ど
（
常
識
以
上
の
大
き
さ

を
越
え
な
い
こ
と
）

第
六
部
　
書
道
…
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
ガ
ラ
ス
枠

は
不
可
、
釈
文
票
添
付
、
釈
文
票
は

ペ
ン
書
も
可
、
釈
文
票
は
楷
書
で
は

っ
き
り
と
書
く
こ
と
）

第
七
部
　
写
真
…
（
半
切
以
上
全
倍

ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
、

ガ
ラ
ス
枠
は
不
可
）

■
出
品
料
…
…
各
部
門
と
も
一
般
一

点
七
百
円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

■
出
品
点
数
…
…
一
人
一
部
門
に
つ

き
二
点
以
内

■
搬
入
…
…
十
月
三
日
（
金
）
午
前

九
時
～
午
後
八
時
半
ま
で
に
市
公
民

館
（
本
館
）
へ
。

■
審
査
員

日
本
画
・
洋
画
・
新
し
い
美
術

　
瀬
木
慎
一

彫
塑
・
工
芸

　
小
磯
　
稔

部
助
教
授
）

書
道
　
弦
巻
松
蔭

与
）写

真
　
英
　
伸
三

（
美
術
評
論
家
）

（
新
潟
大
学
教
育
学

（
日
本
書
道
連
盟
参

（
写
真
家
、
日
本
写

真
家
協
会
会
員
）

■
賞
…
…
市
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
賞

※
詳
細
は
、
市
公
民
館
市
展
係
（
窓

七
－
五
〇
一
一
番
）
か
地
区
公
民
館

へ
。
作
品
の
募
集
要
項
は
各
地
区
公

民
館
に
も
あ
り
ま
す
。

．
ル
一
鰹
離
・

上
映
会
が
開
催
さ
縄
ま
す

●
会
場
…
…
小
千
谷
市
民
会
館

●
日
時
…
…
八
月
九
日
封

①
午
後
二
時
～
②
午
後
七
時
～

●
主
催
…
…
県
美
術
博
物
館
・
小
千

　
谷
市
教
育
委
員
会

●
入
場
料
…
－
無
料
で
す
。

こ
だ
ま
号
八
月
の
巡
回
予
定

〔
コ
ー
ス
〕
　
　
〔
巡
回
日
〕

水
沢
…
…
：
…
…
⊥
、
十
四
日

六
箇
…
…
…
－
…
四
、
十
八
日

上
川
町
、
飛
渡
…
五
、
十
九
目

下
条
、
田
川
町
…
六
、
二
十
日

吉
田
…
…
…
…
八
、
二
十
二
日

十
日
町
…
…
十
一
、
二
十
五
日

川
治
…
…
…
十
二
、
二
十
六
日

中
条
、
本
町
六
、
高
田
町
三
南

　
　
…
…
：
十
三
、
二
十
八
日

　
ス
　
泉
町
、
春
日
町
、
美
雪
町

一
：
：
…
…
：
：
五
、
十
九
日

コ問
　
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四

夜く
日
町
新
田
…
十
二
、
二
十
八
日

※
お
盆
や
祭
り
の
た
め
日
程
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
コ
：
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
！

r＋臼町の

人に

ロ馬場罐なりました』
　樋口園子さん
～川崎布か験　　〔3〕

★
埼
董
撫
秩
父
盤
ま
翻
．
趨
燭
窃
育

ち
の
人
で
．
こ
碗
翼
月
に
轟
雛
第
二

の
樋
口
誠
轍
さ
ん
（
建
築
技
士
、
二

十
八
歳
X
の
と
諺
お
縫
，
は
る
ば
る

嫁
い
で
来
た
の
は
、
欝
子
さ
ん
（
二

牽
鱒
歳
）
で
ず
．

★
ビ
ッ
タ
壁
し
た
叢
と
絃
、
霞
子
さ
ん

が
、
ひ
老
婆
蘭
子
躍
ゆ
た
と
い
う
こ
と
。

獺㎜親纏．

絃
巻
か
遠
く
の
十
β
町
に

擦
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
竃
特
に
反
対
も

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
“
裳
た
彼
女
は

小
さ
い
頃
か
ら
お
嫁
に
行
っ
て
良
い

と
い
わ
れ
な
が
ら
育
毒
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
窪
分
鷹
身
が
絶
薄
的
に
選

ん
だ
人
な
ら
、
飼
処
に
行
ウ
て
も
岡

じ
こ
と
…
…
と
考
え
て
い
た
そ
う
で

ず
。

★
そ
の
夫
の
誠
鱒
さ
ん
と
は
、
東
京

皇
の
岡
じ
職
場
で
知
り
ム
P
い
、
今
婁
W
に

結
婚
式
を
挙
び
た
ば
か
り
の
葺
論
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

カ
ッ
プ
ル
で
童
概
新
婚
二
か
月
余
吟
、

ケ
ン
カ
な
ど
も
全
然
し
な
い
と
い
う

、
オ
ア
ツ
イ
紳
め
二
人
で
す
。

★
売
β
の
地
区
浅
運
動
会
の
練
習
に

行
っ
た
時
、
ホ
タ
ル
を
生
ま
れ
て
初

　
め
て
見
た
と
い
う
園
子
さ
ん
に
噛
十

日
町
の
印
象
を
禰
い
た
ら
、
交
通
機

闇
の
不
便
さ
を
最
初
に
挙
げ
、
ま
た
、

反
面
に
は
、
季
籔
に
合
っ
た
町
全
体

　
の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
醸
象
的
だ
と
も

　
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．
た
だ
知
り
含

　
い
の
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
淋
し
さ

　
や
雪
国
の
生
活
と
い
う
も
の
に
対
す

る
不
安
が
少
し
あ
る
そ
う
で
す
が
、

　
そ
ん
な
不
安
が
一
β
も
早
く
無
く
な

　
る
こ
と
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
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こ
ん
な
と
き
に
は
中
越
児
童
相
談
所
へ

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い

る
と
き
は
、
中
越
児
童
相
談
所
（
〒

九
四
〇
長
岡
市
今
朝
白
町
二
丁
目
七

ー
三
五
　
8
0
二
五
八
ー
三
五
i
八

五
〇
〇
番
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
。

O
手
足
が
不
自
由

〇
三
歳
児
検
診
な
ど
で
専
門
機
関
に

相
談
す
る
よ
う
す
す
め
ら
れ
た
。

0
知
恵
が
遅
れ
て
い
る
。
発
達
が
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
嚢
、
鐘
へ
．
、
、

れ
て
い
る
。

○
保
育
所
や
幼
稚
園
で
み
ん
な
と
遊

べ
な
い
。

○
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
。

o
家
庭
の
事
情
で
こ
ど
も
が
育
て
ら

れ
な
い
。

○
盗
み
を
す
る
。
家
出
を
す
る
。

そ
の
他
、
こ
ど
も
の
育
て
方
や
し
つ

け
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
気

軽
に
．
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

期
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

8
月
6
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

伊
達
公
民
館
伊
達
園

午
後
1
時

～
午
後
3
時

水
沢
出
張
所
土
市
四
、
新
宮
園

8
月
7
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

水
沢
出
張
所
太
田
島
㊦
、
土
市
一
、
二
、
三
、
五

8
月
8
日
働

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時

当
間
冬
季
分
校

当
　
間

午
前
1
0
時
1
5
分

～
午
前
1
0
時
菊
分

大
石
冬
季
分
校
大
　
石

午
前
11
時

～
午
前
n
時
30
分

市
之
沢
冬
季
分
校

中
在
家
、
市
之
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

姿
　
公
　
民
　
館

姿
園
、
安
養
寺

8
月
n
日
㈲

庸
暴
翻

老
　
人
　
ホ
　
ー
　
ム

幸
町
、
老
人
ホ
ー
ム

午
前
10
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川
園

午
後
1
時

～
午
後
3
時

馬
場
小
学
校
水
沢
園
、
馬
場
園

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

吉
田
出
張
所
小
泉
園
、
樽
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

山
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

稲
葉
、
山
谷

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

大　ビル●

1痕岡駅

●長岡タクシー ●信号

長崎屋●

東

●ニューロンビル　　　　　　　　　　　　　　信号●

ガ
i
ド

癖
溺幽

県

地
下
道

新潟日報杜

1δ年央病

一＝ 二＿，一　二　　『
　一　　　　　　　　　騨　　　　　　　｝

ニニr福島江＿二∫ 』＝一『＿

　●坂之止
　　小学校

●けさしろ荘

中越児童

相韻所

翻

新
潟

轡院
＝
…

大

在
宅
肢
体
不
自
由
児

（
継
魂
畷
膨
）
実
施

　
県
で
は
、
肢
体
不
自
由
児
に
対
し
、

医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
機
能
的
判

定
等
を
巡
回
に
よ
り
総
合
的
に
実
施

し
、
自
立
更
生
の
方
途
を
指
導
し
、

障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
在
宅
肢
体
不
自
由

児
巡
回
指
導
検
診
、
療
育
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

期
日
　
九
月
十
八
日
困

会
場
　
十
日
町
保
健
所

申
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
8
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

一
四
）

申
込
み
期
限
　
八
月
三
十
日
出

…
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

㎜
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

…
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

㎜
1
0
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

｝
1
7
日
中
条
病
院
（
北
原
）

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番

㎝
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

…
2
4
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

…
31
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

…
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

聯

　
▼
七
月
三
十
一
日
困
　
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
　
中
条
島
の
一
部
、
中

町
の
一
部
、
背
戸
　
▼
八
月
七
日
困

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
中
平
の
一

部
▼
八
月
八
日
囲
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
小
黒
沢
　
▼
八
月
十
一

日
㈲
　
正
午
～
午
後
五
時
ま
で
　
焼

野
、
魚
之
田
川
、
慶
地
、
新
水
、
宇

田
ヶ
沢
、
中
条
菅
沼
、
山
新
田
、
小

貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
、
蕨
平
、

上
田
原
、
三
ツ
山
　
▼
八
月
十
二
日

㈹
午
前
八
時
～
午
後
二
時
ま
で
　
田

麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
池
沢
、
野
中
、

当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又

3
歳
児
検
診

育
児
相
談

3
歳
児
検
診

児1
　歳
検6
　力
診月

児び育
に児

検4学
力級
診月並

事
業
名

　9
丞畳

　日

　8
芙月
＿12
　日

　8
宋月
）6
　日

　8
螺
　
日

　8
宋月
＿20
　日

期
日

～午後 ～午後 ～午後 ～午後 ～午後
受
付

2　1

時時
4　1

時時
　半

2　1
時時

2　1
時時

1　1

時時
半
時
間

青勤 十 青勤 青勤 十 △
少労 日 少労 少労 日 試

年
ホ
・

町
公

年
ホ

年
ホ

町
公
場

1
ム

民
館

1
ム

1
ム

民
館
名

生52
れ年
の3

れ～55

の4年
人月2

生52
れ年
の2

生54
れ年
の2

生55
れ年
の　4

対
象

人月 生月 人月 人月 人月 者

全 地田箇川十 参

区・・治日
新大・町

全 域 集
区

域 座井六・ 城

1歳6カ月児検診のみ検診通知書を送ります。 備

（アンケート用紙）

個人通知がなくとも該当月のかたはおいで下さい。 考

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　
　
結醐

　
　
舗

砺『8／25
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国
民
年
金
制
度
は
、
た
び
重
な
る

改
善
に
よ
っ
て
年
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
し
て
、
ま
す
ま
す
期

待
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
課
年
金
係
で
は
、
移
動

金
相
談
所
を
開
設
し
、
国
民
年
金
や
、

各
種
の
年
金
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

（
十
、
十
一
月
）
に
先
だ
ち
、
長
岡
社

会
保
険
事
務
所
と
共
催
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。
国
民
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
か

た
は
気
軽
に
近
く
の
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
九
月
二
日
（
火
）

　
　
　
　
　
賓
月

　
　
　
九
月
一
日

午
後
三
時
～
七
時

の
市
役
所
会
場
で
は
、
国
民
年
金
の

ほ
か
厚
生
年
金
関
係
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
会
場
で

は
、
当
日
、
保
険
料
を
未
納
さ
れ
て

い
る
方
の
集
合
徴
収
も
行
い
ま
す
の

で
未
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
金
持

参
の
う
え
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
無
年
金
者
の
訪

問
徴
収
も
行
い
ま
す
。

　
※
　
今
後
も
移
動
年
金
相
談
所
の

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談
所

の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
部
落
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
早
め
に
市
民
生
活
課
年

金
係
（
暦
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
八
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
人
は

　
　
　
　
ぜ
ひ
相
談
に

●
現
在
、
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入

し
て
い
な
い
人

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
り
し
て
資
格
期
間
が
足
り

る
か
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
人

●
年
金
手
帳
が
な
い
人

●
そ
の
他
、
国
民
年
金
に
関
す
る
質

問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人

　
相
談
に
は
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
職

歴
の
メ
モ
（
会
社
名
、
従
事
年
月
目

を
具
体
的
に
書
い
た
も
の
）

参
K
だ
さ
い
。

毎
漏

を
ご
持

日

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
林
業
、
自

営
業
者
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
わ
が

国
で
一
番
大
き
な
年
金
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
内
容
や
、

加
入
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

年
金
係
で
は
、
窓
口
相
談
の
ほ
か
毎

月
十
五
日
を
定
例
相
談
日
に
し
て
い

ま
す
。
移
動
相
談
所
に
行
け
な
い
か

た
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

皇
蓼
β

　
　
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
吉
田
・
北
鐙
坂
）

　
　
　
第
二
回
移
動
市
民
と
語
る
日
は
、

　
　
北
鐙
坂
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

　
　
い
ま
す
．
地
域
の
課
題
や
、
日
頃
考

　
　
え
て
い
る
ご
意
見
を
気
軽
に
お
聞
か

　
　
せ
く
だ
さ
い
。
（
十
月
一
日
の
会
場
は

　
　
市
役
所
で
す
）

移
動
年
金
目ホ

言炎

所

9
日
月
0
ゾ
R
H

　
（
火
）

　9
釜月
＿5
　日

　9
宋月
＿4
　日

　9
宋月
＿3
　目

　9
灸月
＿　2
　日

期
目

～午

午前

前9

1塒

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午前

後1

3時

時
時
間

西老

ッ人

宮い

荘こ

）
い
の
家

一
セ
ン
タ
ー

ニ
ツ
屋
公
民
館

野
中
小
学
校

水
沢
出
張
所

城
之
古
消
費
組
合

川
治
集
落
セ
ン
タ
1

中
条
公
民
館

大
井
田
公
民
館

市
役
所
市
民
相
談
室

会
場

※9月2日の市役所会場では、長岡社

会保険事務所と共催で、厚生年金の相

談にもお答えします。

備
考


